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京大iPS細胞でパーキンソン病改善効果！

京大付属病院でiPS細胞を使ったパーキンソン病の治験で

有効な結果が出たと先日発表があり、科学雑誌ネイチャー
に結果が掲載された。iPS細胞から作製した神経細胞を患

者７人の脳に移植し、ドーパミンの分泌に有効性と安全性
が確認された。実用化に進む大きな成果で、保険診療に向
けて今年度中に医薬品としての製造販売承認の申請を行う
という。

＜解説＞健康な人の細胞から作製したiPS細胞によるパー

キンソン病の治療に応用された治験での成果は世界初。
この病気は難病の一種で、脳内の神経伝達物質である
ドーパミンを輩出する神経細胞が徐々に減少し、手足の震
えやこわばり、運動機能の低下が徐々に起こる病気。進行
性で国内に約26万人の患者がいると推定されている。現

状では決定的な治療方法はなく、ドーパミンを補う薬剤な
どを投与する。服薬期間も長く、効果も限定的で、長期に
及ぶと効きにくくなる。地検は201年から2021年にかけて

行われ、50歳～70歳の男女７名の患者に対し、頭蓋骨の左右に
穴をあけ、ドーパミンを作製するiPS由来の神経細胞を500～
1000個移植する手術を行った。安全性のみを評価する６名の結

果では、移植した細胞がドーパミンを分泌しているのが確認され
た。運動機能の回復は５名の患者で確認でき、症状の軽い患者
程改善の効果が見込めることもわかったという。安全性に関して
は手術後２年間の経過観察期間で移植した細胞の異常な増殖、
術後１年での免疫抑制剤の投与をやめた後の拒絶反応はな
かった。治験の経過観察２年間の後も、特に異常は認められて
いない。これらの結果から安全性にも問題ないと判断されている。

神経細胞の製造を担当した製薬企業住友ファーマでは厚労省に製造
販売承認を今年中に申請する予定だという。同様のiPS細胞由来の医

療用製品では、阪大発スタートアップ企業が心筋（心臓の筋肉）に付
ける細胞シートを移植する治療法で国内で初めての申請を行い話題
になった。京大の山中教授がiPS細胞の研究でノーベル医学賞を受賞

してから随分長い年月が経過したが、ようやくこの技術が脚光を浴び
る時代がやってきた。今後多くの治療法が確立していない難病に、こ
の技術が応用される時代が来ることは間違いない。日本の厳しい規
制が緩和されるのか。注目が集まっている。新薬や新しい治療法の開
発には途方もない時間と費用がかかる。最後の関門がこの治験という
高いハードルだ。確かに安全性の担保は重要だが、あまりにそれを尊
重すると、世界に置いて行かれる可能性もある。
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